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　水星は非常に希薄な大気（~1e-10 Pa）を保持しているが、常時強い太陽光圧や太陽風に晒されている上に

重力が小さいため、非常に多くの気体が宇宙空間へと散逸している。外気圏が地表に直接接続しているた

め、水星大気の生成量・散逸量は周囲の環境に応じて劇的に変化する。 

　外気圏を構成する元素は主にNa, Mg, H, K, Ca, He等であるが、このうちH, Heは太陽風、それ以外の元素は

水星表面からの脱離によって供給されると考えられている。脱離プロセスとしては例えば熱脱離、光励起脱

離、イオンスパッタリング、微小隕石衝突等が考えられている。熱脱離量は公転に伴う太陽-水星間距離の変動

による表面温度の変化、光励起脱離量は太陽活動度の変化による太陽放射の変動、イオンスパッタリングによ

る脱離量は太陽風の変動や太陽フレアによる水星周辺のプラズマ量の変化、微小隕石衝突による脱離量は水星

周辺のダスト量によって変動する。従って、それぞれの過程による水星大気の生成量を推定することは太陽系

内縁環境の理解に繋がる。 

 

　生成過程ごとに放出される粒子の速度分布が異なるため、現在はMESSENGER探査機の観測データから得ら

れる大気鉛直密度分布から放出温度を推定し、水星大気生成への各過程の寄与を推定することが多い。しか

し、特に高温成分の気体の存在量の推定精度に問題があるほか、探査機の軌道の都合上、中緯度帯および北半

球高緯度の大気生成過程の推定が非常に困難である。 

 

 

 

　熱脱離は、粒子に与えるエネルギーが小さく、放出粒子が再度地表に戻るまでのタイムスケールが水星の自

公転周期に比べて十分に短くなる（~10分）ので、地表面におけるNa原子の分布を支配していると考えられ

る。また、イオンスパッタリングは中高緯度で多く生じるため、MESSENGERが苦手とする中緯度および北半

球高緯度における大気の生成にも大きく寄与していると考えられる。 

 

　本研究では特に熱脱離とイオンスパッタリングに着目して水星における中性Na粒子の生成から散逸までの挙

動をモンテカルロ法によりシミュレーションする。さらにこの結果とMESSENGER MASCS UVVSの観測

データを比較し、熱脱離とイオンスパッタリングの水星大気生成への寄与について議論する。
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